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報道関係 各位 

看護学科、最新鋭シミュレーション機器を活用した「成人看護方法」授業を開始 

～急性期ケアの実践力を地域に還元する人材育成～ 

周南公立大学看護学科では、地域に根ざした看護専門職の育成を目指し、成人期における多様な

健康課題に対応できる実践力を養う教育を推進しています。このたび、高機能シミュレーション機器を

導入し、成人看護方法（急性期 )授業における実践的学修を強化します。新しい学修プログラムは、来

週より本学 S1 号館実習室で開始されます。 

成人看護方法は、急性期から慢性期、さらにはエンドオブライフに至るまで、対象者とその家族を生

活者として全人的に理解し、その人らしい健康生活を支援する看護を追求する科目です。 

今回のシミュレーション学修では、周術期のクリティカルな状況にある対象者への看護援助を、リア

ルな臨床場面を再現した環境で体験します。急性期にある対象者の“いのちの変化”を、学生が安全な

環境の中で確実に理解し、適切に判断・看護援助できる力を育むことを目的としています。 

使用する最新の高機能シミュレーターは、心拍・呼吸・血圧などの生理的変化を再現可能。学生は教

科書だけでは得られないリアルな状況・臨床判断、記録・振り返りを通した学修が可能となります。この

学修方法によって周術期における判断力・実践力を養います。  

【実施概要】 

開始日：2025 年 12 月 17 日（水）13：00～16：10 （来週） 

対  象：看護学科 2 年次「成人看護方法」 

場  所：周南公立大学 S1 号館 4 階シミュレーション室（1405 室）・デブリーフィングルーム（1403 室） 

特  徴：高機能シミュレーション機器を活用した周術期看護シミュレーション学修 

【コメント】 

周南公立大学 人間健康科学部 看護学科 大平光子教授 

「看護学科設置準備の責任者として計画してきた、多様で高度なシミュレーション学修が本格始動す

ることは本当に感慨深いです。シミュレーション学修の醍醐味は、たとえ上手くいかなくても、振り返りを

通して、課題を発見し、次へのステップ、成長していくことができる点です。これらの学修を通して、複

雑・多様化する医療提供体制であっても、その人にもっとも適した質の高い看護を実践するための基盤

を築いていきます。本学看護学科設置趣旨、養成する人材像を踏まえた、学生にとって大変意義のあ

る、授業です。 
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授業に関する問い合わせ：周南公立大学人間健康科学部看護学科 多田助教・渡邊講師 

               E-mail：watanabetae@shunan-u.ac.jp 

取材等に関するお問い合わせ：周南公立大学経営企画部経営企画課 広報室  

              TEL：0834-28-6880   E-mail：koho@shunan-u.ac.jp 

 


